
まず、コンシェルジュ がつなぎ手になる

市民に開かれた庁舎
市民が活躍でき、市民の居場所になる庁舎

ノウハウをもった民間の
プロデューサーやコンサル市が直接行うのではなく、結果を出せるチームと行う

+ 市民ワーキングチーム + 市
（サポート役）

ハンディキャップの
ある人も働け、ふら
っとひろばに面した
パン工房

市民と職員がフラットに
対話できる「ふらっとひろば」

岐阜の会社が運営する
魅力あるレストラン

カウンター

ひろばの一部
としての議場

メディアコスモスの一部を
市庁舎の共有スペースとして利用

グループ

テーマ
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D 岐阜らしい庁舎
新庁舎への私たちの提案

市民と職員がつながり活躍できる庁舎『ふらっとひろば』

これからの庁舎づくりはソフトを大事に！

交流が生まれる庁舎 市民に分かりやすい庁舎

中心市街地における一層の
にぎわいを生み出す広場

無駄なく快適な庁舎

市民から見える使える議場

・市民も利用できる議場

・議場で市民コンサート
・普段の会議にも使える

・円形、扇形など見やすい配置
・シンプルで質素な議場

レストランで人が集い交流

フラットな窓口

・プライベートな中庭を設ける

・広く明るい食堂

・広場がレストランになる

・食堂の利用時間をずらし混雑を回避
　し、使いやすい

・特殊用途の部屋を減らし共有で使
　えるように

・書類をデータ化しスペースを広く
・新しいPC環境を導入し業務の効率
　を上げる

・利用頻度の少ない部屋を打合せス
　ペースに利用（入札室,議場,食堂等）

風通しのよい職場

空間の有効活用

・職員も快適な空間
・風通しの良い仕事が出来る
・市職員も市民も風通しが良い
・省エネに配慮した明るい照明計画

タテ割りを超えて行くための繋ぎ手
職員、課を超えて庁舎の案内ができる

・課を分散させずマルチスタッフを配
　置する
・総合案内を大きく配置
・明解な動線計画で広い通路を確保

・市民も職員も使えるプレゼン広場

市民と職員がフラットに
対話できる交流できる場

・職員も市民も利用できる
・市民と職員が半々にいる空間づくり

ふらっとひろば

・市民恊働するための話せるスペース

市民の意見が直に聞ける
まちづくりのフラットな話し合い

・市民と職員が対等に話せる場
（長岡のナカドマのような）

・パーティションで区切られていない
　フラットな窓口

・福祉の窓口を一元化する
（生活、障害など）

・広く開放的にして、さまざまなイベ
　ントやコンサートを開催

・春の岐阜まつりの出発地として活用

«他にもこんな使い方»

«具体的には»

«そして»

ひろーい広場

ふらっと
ひろば

議場
パン工房

レストラン

吹抜け

メディアコスモス

新庁舎

メディアコスモスと新庁舎を一体的にとらえた
『ふらっとひろば』という庁舎　

木、水など岐阜らしさを大事に


